
様式第６号（第１７条） 

会  議  録 

         (４－１) 

会議の名称 令和５年度 第２回春日部市地域包括支援センター運営等協議会 

開 催 日 時 令和 5年 11月 7日 (火) 
開 会 午後  1時 30分 

閉 会 午後  2時 20分 
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(出席人数９人)    

地域包括支援センター 五十嵐 真、岡田 茂、岩谷 幸江、藤井 由美子、 

清水 誠越、長谷部 朋子、伊藤 衛、五十嵐 晃 

認知症初期集中支援チーム 小平 敦之 
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健康保険部長：折原 章哲 健康保険部参事：木舟 宏美 
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地域支援担当：本田 あゆみ 計画・事業指導担当：小暮 大成 

次第及び公開、一部

公開、非公開の区分 

 (1)報告事項：（公開） 

① 地域密着型サービス事業所の指定状況について 

② 令和４年度地域包括支援センター事業報告及び事業評価について 

③ 認知症初期集中支援チームの活動について 

一部公開・非公開の

場合はその理由 

□ 要綱第３条第１号該当： 

□ 要綱第３条第２号該当： 

□ 要綱第３条第３号該当： 

□ 要綱第３条第４号該当： 

配 布 資 料 

・令和５年度第２回春日部市地域包括支援センター運営等協議会次第 

・春日部市地域包括支援センター運営等協議会委員名簿 

・令和５年度第２回春日部市地域包括支援センター運営等協議会（冊子） 

会議録の作成方法 

□ 録音テープ等を使用した全文記録 

☑ 録音テープ等を使用した要点記録 

□ 要点記録 

会議録署名の指定 
 

 

 

 

 



 (４－２) 

議 事 の 経 過 

発 言 者 発言内容 ・ 決定事項 

 

 

司 会 

 

 

 

 

 

副 会 長 

 

司 会 

 

議 長 

 

 

 

議 長 

 

 

 

事務局 

 

議 長 

 

 

 

議 長 

 

 

 

事務局 

 

議 長 

 

委 員 

 

 

【１． 開  会】 

 

《資料確認》 

 

《審議会の成立の報告》 

  

《本会議は、公開とすることを確認》 

 

《副会長挨拶》 

  

《副会長を議長とすることを確認》 

 

《傍聴人はいないことを報告》 

 

【２． 議  事】 

  

それでは、次第に従いまして進めてまいりたいと思います。 

「報告事項① 地域密着型サービス事業所の指定状況について」

事務局より説明をお願いします 

 

―別紙資料をもとに説明― 

 

只今の説明について、何か質問、意見などはございますか。 

 

―質問・意見なし― 

 

ないようですので次に移らせていただきたいと思います。 

「報告事項② 令和４年度地域包括支援センター事業報告及び事

業評価について」事務局より説明をお願いします。 

 

―別紙資料をもとに説明― 

 

只今の説明について、何か質問、意見などはございますか。 

 

  成年後見制度に関する相談延件数について、令和３年から４年

にかけて全体で増加している一方、第２包括支援センターでは２

８件から８件と大幅に減少しているのは何か理由があるのか。 
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議 長 

 

相談件数は状況によって異なるものであり、同一内容の相談が

複数回あった場合、その相談件数を延件数として換算している。

令和４年については、同一内容の相談に継続性がなかったことな

どが要因の一つである。また、相談に対して円滑に対応できたと

いうことでもある。 

 

地域包括支援センターに対する相談について、どのようなもの

が多いのか。 

 

相談の方法としては、電話での相談が多い。相談の内容につい

ては、多いものから介護保険サービス、医療、認知症に関する相

談の順となっている。 

 

相談延件数や会議、研修会等について、令和３年度から令和４

年度にかけて増加しているのはどのような工夫をしたのか。 

 

相談延件数については、高齢者数が増加したことや地域のネッ

トワーク構築に努めたことが増加の要因となっている。会議や研

修会については、対面に加えてオンライン会議を活用したことで

開催数が増加している。 

 

高齢者虐待に関する相談が増加しているが、どのような相談が

増加しているのか。 

 

同居のご家族や別居のご家族による暴言、暴力等に関する相談

が増加している。施設関係の相談は１件の報告がある。 

 

決算額について、歳入である法人繰入金は受託先の法人で負担

しているのか。また、第３地域包括支援センターの委託費が他と

比べて突出しているのはなぜか。 

 

法人繰入金については、主に人件費として受託先の法人で負担

していただいている。委託費については、清掃業務委託、警備委

託等として使用されているとの報告を受けている。 

 

他に質問、意見などはございますか。 

 



(４－４) 

議 事 の 経 過 

発 言 者 発言内容 ・ 決定事項 

 

 

議 長 

 

 

 

 

事務局 

 

議 長 

 

 

 

議 長 

 

 

 

議 長 

 

 

 

議 長 

―質問・意見なし― 

 

次に移らせていただきたいと思います。 

 

「報告事項③ 認知症初期集中支援チームの活動について」事

務局より説明をお願いします。 

 

―別紙資料をもとに説明― 

 

只今の説明について、何か質問、意見などはございますか。 

 

―質問・意見なし― 

 

以上で報告事項は終了させていただきます。 

 

【３．そ の 他】 

 

「その他」について事務局から何かありますでしょうか。 

 

―なし― 

 

以上をもちまして、本日の議事は全て終了いたしました。 

これにて、議長の任を解かせていただきます。 

委員の皆様、ご協力ありがとうございました。 

 

【４．閉  会】 

 

―閉会挨拶― 

 
 

議事の顛末・概要を記載し、その相違なきことを証するためここに署名する。 

令和５年１１月２２日  

 

署名者の職・氏名 

春日部市地域包括支援センター運営等協議会副会長  

竹 田 広 樹 


